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 橡、壌、奮託こ変声蓄葉

 西田みのる

 こ、数ケ月〃{しお〃の毎.月号が出一来上がる。)ほ大体

 翌一月の中旬も終・舅近い頃Iだったのでノ4月号が配布箒れ

 るのは今年も終る!.2月下=何とムんで,前月号棚巻頭着

 を歳末向きの内容で渡して島・い㌃いたところ、嚢ば相違

 して42月早々.に出来上ったの薄持ってきて、.ノ2月号
 は今月中1二発刊するから巻頭言を・…=と督促された。'

 関係者一同のパリキIハニは威謝威激す,,るもの㌧、前記の

 次第で一ノ遅生に.当る歳末向きのものは揮倒れ又は2盤.・セ
 ソジになる一ので、こ一ちら一散少々ヘィコゥです。

 目ソ共同宣言と向詩;二奏効した日ソ漁業条約吊二伴う一影

 響、特に海洋資源調査1二対オる政府の考え方や取扱方。

 今・年北洋漁業岳二凧跡を残じず二鹿児星県漁船の来年iリ咲襟

 の進出がどうな一るか、漁獲籠率がだ,{リたん低下青裏遼津

 まぐろ漁業。煮支部・海の開発、ノリノ1、工'穂千付。水曜物
.
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 加下流通一〇再検討、などなど一。H.∴
 フ仁肇技術の改良進歩1量二待つところあきη)が、来年邑ま寺
 まず多くバーつてきそうで寺。

 本場関・係`命乞の仕事をぶ簗返ってみ差と金筋・;ソク
 リ_一日二よろ建物の改良復旧が近く済.コニさκる運ぴ1二な

 ったこと白・照一軍丸が'今次まく一ろ漁葦試験でち、E弓確率8

 8%と云う好記録を出したこと、長大汰定線海倖禰測を

 遂行仁たこと(繊二次には台風と戦い苦労を重ねIて)いに
 緊急耕難手続をして沖縄1二入港三一・たこ右ポもろ。1)ちと

 鉋丸帯岸試綿船着シケソセソ(試『γ1干しない)仙汚名を
 返4?注して漉叢試敲;二11.、漁場応漁咳の調査や樵民コ)築
 地良導などαけイス業鴻弓二鳥諮糾壱げたこ走、クロ
!.1



 チョウ貝ρ.人工ふ他と初期稚貝の飼育までの段階曇二成功
 し一たこと,米之津ノリ意字場まゼの実態が猛ソ確信を持
 ち得る様1二な鉋叉過去お試験と指導の努力がむくわれて
 本県ノリ養殖業者が各地とも今年から主として網ひ㌧叉

 は割竹浮ピピによる養殖を主体として始めるよラ1二な萌

 汝竹ヒビが例外的にな?てきたこと、アクァラyグ及ぴ
 ナ〃ギ_ノレ潜水機を使用しての定置網や浅海増殖関凍の
 仕事如各地引張勇だこの1穐況だったこと、水場独自の玉

 乗を加えた〃うし。おヅーセージ〃の製造技術加身につい

 て製一局の売行良好、従って技術的に邑採算的昌二も行きづ
 まい二来てい証李塀罐詰製造試;検品二替って加工関係業務
 の主力1二なった事由応急的。な設備を忍びながらもや㌧本

 格的な化学分析に取組み始めたこと。自らの仕事1二叉支
 庁の行政事務の協力援助{二避地離島居住と云う不優を忘

 れる砥どの日々努力された大星分・場や熊毛駐在の職員一の

 ことなど、一'鍛えあげ脈ばき境があ㊧ま甘ん。

 そ仰.加昌症貿の庶務会計裏務のうるささはいささかあ
 きれるぱか境で冊こ肩.彼晶=:し狂いと信用できないの加,

 或は本庁の事務職員が多過ぎて、あれこれとなるぺく面

 剛:なる如・舞え亡仕裏を押付けてくるか判靱ま廿ん。

 加蔭で庶野部、の職質は禄㍗.下の力持ながら何人かが超過
 勤務で夜ふけまで居残。しな如った目ほ一任聞に暇んの

 箪える位二し加もその手当の方は充分位予算をくれない
 ので、半分以上。ひどいときは3分ω2目薬権して邑ら・

 う仕来で寺。

 とにかく'皆ガソパリました。1畿残・oなくタ954包を

 送Φましょう。
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 澱粉工場撒水を取扱ラ1二字ザて

鹿大枠学部蝉蹄本犬壱

 一出水1二工場濱水の問題が起きて.私達が水質の調査を引き受

 ける事になつた。常識酌には汚水は純潔なものを繊背水だか
 ら肉一眼的1二濁っている專か考えられるが、働えそれが透明で

 あっても人為的に変化が与えられ天然自然現象に悪影響を及

 ぼす水ば全て広義1二汚水と岬釈き鰍ている。そこで単1二概念
 的な知識だけでは汚水による影響はつかむ訳昌二は行かないし

 叉汚水の影響を叢る利害関係を問題にするような調査によら

 ねぱなら砿い。以上の理由でこの仕事をする様話二なったもの

 と思う。

 さてこの仕事を引受ける1二は.牢つ第一1二現地の検分が必要で
 あり、この春委員の方と同道し澱分工場とその周辺を一.巡し

 ず二が,工場σ)作業か休止している時であ曼・陽気がおだやか

 で至極平和な田園を跳あ、汚水の.トラフ〃が想像も出来ない

 まい二帰ってきたのである。汚濁0)原因を調査寺る計画が樹

 き。ぼつぼつ種々の角度から分析を打っているうち最近水質

 の急変があ。聞く.ところによると工場が化事を始めだしたと

 云うことで私1‡急昌二精神的5二緊張を覚えるようにな。こ、で

 改めて工場汚水の社会的問題が頭の中で繰返し思い出島れて

 来た。''

 工場汚水問題岳二つ小ては水質汚濁の観点から各地で一種々論議

 されておる様であるが一般品二我々の生活古る場所ではむしろ

 工場のない地方程文他生活を享受オる裏が難かしく、又工場

 から受ける恩恵はたとえ工場のない地方量二於いても認識され

 ている.が・この工場からの汚水1二よって生活樺をおぴやかさ
 れている一部の人々1二対しては極く近い・範囲の人以外には比

 較的等閑親されているようであると見るのは私のひがめだろ

 うか一。若し然り一とす肌ば社会の認識菩二は不足な点があ画今後
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 紬樗益幾釦・汚水問題1二.対立る盲点・雫…こ㍑甲各二.もある様
 毒気ミが柵。与まで括水でム国民の関ゆを署ら?たのは工場
 触な目ぬ辱水爆汚水の間甑ああ、伽は直鮎命1二対す
 益危窒というのつぴきな畠ない問題を含んでいるからである

 ゼー秒の生活の近代化畔1r原水爆に1匹敵寺る様蝸牛
 岬が叫～と嚇看できない。私の取扱州'る舳干
 、.卒接岬1危害は及ぼ寺1州㍑1・が法水1土よ・つて多少年
 場主色水産生物が影響を受けている藁は全国的に多くの例が

 ある'我々にとって水産生物1ま禽重な栄養資源である。古来
 よ壱(衣食'たって礼節を知る〕の諺もある。或は間接的年汚
 水の商題カ….やがては一よ⑮一深刻な茎のを伴うおそれ;まないだろ
 うカ;。.
 私ばこ㌧で水質調査とは別にこの問題で希望したい2.3の

 事を・言己じマ:みす二一』、。.'

 先っ工場を艦栄寺る。人々及び一これ1二問保のある杜全並び1二政

 治の・座1二連ら1なる人々は〔工叢生産1ま利廟のみ炉目的でなく
 、共切橿祉の為・1二な亭れると云う裏;例えば自分の家を溝掃
 する一目・的で・掃き地し允塵を隣衆の庭先各二撒き去ら様エゴイ

 ー一÷ムは一散し蟻毛・一(と若干'共通す名ものがあ⑪わしないか〕叉
 1■エ達科.学研一突を対照と寺名者が希望青る・事は汚水対策の研究

 梢らレい角度㍗れる裏日禍(汚水)軍じて'億1冨水)'と
 {る研究、・つ圭。・o或工一場で副産寺る汚物が製造・市法一の加害1二

 1つて高水に.変る柵研究・そし㍗の献本`叢生物の栄養
 ・洲る・様な物質叩川111流れ・今迄汚水に干る補償金の支、
 ・一!、いを道1二漁業者よ紅、威謝の報酬金として貴い受ける榛f:,

 この様㍗が隼帆る㍉、。'{
 ※、、※※㌧、

 .1暑二加く工場廃水問題は、走こ雄自体極めて微妙なものが.芦ザ・

 の対策晶ヅも簡率に(ど、、州ば庭い〕と云岬論㈹

 ㌻二ξ二㌻練べその解決∵阜い
 ・、.一、.プー'・・..ノ＼



 〔寄稿。〕

 ネい町に於け.る浅海卵の諸問題点'
.三1一別府中尊校中間麓一郎

 漁業1二於ける沿岸漁業特1二小型網漁業が大い1二行き詰靱をき.
 たしつり漁業1二対する再検討が成されっ㌧あ⑫又一方では浅

 海漁業特に海藻の増殖は力を入れている今目電えい町におい

 ても昨年度よ⑳7ノブ増殖由テソグナ、マクリ増殖が別府区

 各部落1二於いて実施され欠きな成果.をおさめる・と共1二部落_.

 般1二これらの海藻の蕃殖保護1二ついて認識を深めつ㌧ある事

 は此の上もない喜びで有堕ま青。

 フノフから始まった我々の痘襖増殖渡糞験的な段階ではあ蛎

 ますが今年はテングす,マクリの増殖も実施致しましす二。そ

 して}方ではきら丹二歩くの海藻、.貝類の増殖をやらねぱとい

 う気運目高ま聾つ㌧あ鉋まずし他方では今までの海藻増殖を

 更岳二広い範囲。に迄といラ声もあちこちで聞かれるめであ初ま

 青。然し我々ばこ㌧で大きく竃、静見開き大局か二他産業との

 関連といった面もみつめ考える必要が生じてき江のでは{い
 でしょう加。

 現在蟄繋品二於ばは反当りの収獲を如何にますかといった点暮ニカ

 を入れて居がま寺が此れにIくらぺて我々の増殖裏業はまだ圭

 テごそれどころ'で涼ないようで青。

 現在多'くの漁杜では一、よ⑳高価な海藻の増殖をといった空気

 が強く流れ太県に於いてはマクリの増殖が盛ん。二奨励されて

 いるし我々高大体この線に沿って動きつ㌧ある訳で青が,

 こ㌧青二一つの問題一が櫨たわって!、・'島と愚るので寺。二=・牛、一

 確か1ニマクリは高価不あ殉、今後もその見通し、は朝スいと云

 えましょうが成長;青るまで3～4年か㌧舅単位本数の重量が

 少いとした易,^年草でしかξ、現在の研究ですで1二一往1二3

 ～仏囚採版見込のあるテ:/クサとくらべτどちらが有利か。

一吉一



 よくよ`考一えで見なければならない一だろうと思う・訳けです。

 で刑の行っ・ているプノ㌧テング外マてリををれ舳
 枇耐してみたいと思いま一す㌧一一
 !ノリρ)悟茗足巨。貞

 梨在の増殖はマフノリの移殖1二重恵をおいて居る様であ'田ま
 ケが実際品二睦禁漁期の徹底と施肥管理1二よる増殖が大きな目

 炉ふる様です。そして現在百%利用納㍗る岩礁はと云
 寿.ぱ全海津線ぬ約4割にみたないのでは秩いでレようか、我々

 ・ゼニ今後浅きれナニ問題は

 z如何1二して全海岸を利用するか。

 λど。)様代手段でマフノリ匡二替えていく加

 3.どラーしたら圭手当鉋の±曽呵又を得られるカ・o

 よ燃
 (∠)まIす全沿岸を利用す喜ことですが砂浜叉は淡水が勇く
 ため1二増殖出来ない所が金棒の2割程度と見ら脆結局利

 用出来る地域の半分しか現在利用していない嘉晶二な㊧ま

 す。現在残っている岩礁は岩面が凸凹しているところが

 多くこれで浦岩掃除や採取が困難ですし増殖邑適しない

 場所です。そこでこれを利用青る方法は岩面・をセメγト

 てぬ切っぷしてしまうセメ:/ト造成法しかあ⑳ま甘んが

 これにダ多大な蹄費と相当な樟術を必要としま寺。燃し
 これ々や'ら壕いとフノリの増殖は望めま甘ん。

 12)次1ニフノ平えの切替えで寺が自然の状態ではラクロ.

 フノリの蕃殖している地点は水深に相違が有切いくらフ

 クロフノリを除去しよう告し亡らな加なかむつかし.・様.

 です。ですからブク。ノリはワークロノリで,÷4フ」はマ.

 クリで両方と邑増殖す奉よラ昌二しなければならない邑の

 と考えます。・;

 (3〕最藍1二鰍⑳問題で寺洲枇圭・ξ1二よ一う素施肥を打っ
 て福当①効果を上げてお㊧ま寺～わしくその時期分最

一6一一



 靴つIいてはまだ去くの研究課;題が残帥印切ます。
 テングサの問一題点.二{
 今年度よ。初めτ行われ売テソグナ5二ついてはその適地は広

 大なものであるが投弔事業が出来る⑳は非常1二少ないのであ

 ⑳ます。

 ∠これは台風による被害が大部倉だが果してこれは不可抗
 力だろう'か

 ⑳白鳳時・二おける海底の波浪の影響ばと伽'程度か
 .@テ:/グナの蕃殖深度はどこまセか
 ⑤海産品二防波堤をもうけることは不寸能か

 と云っだ点を考えますとこ㌧信二大が、垣な同施設を騒些こ青

 ことによって十萬坪という膨大な地域長ニテソメナ増殖が出来
 ると思われるのであ⑳ますけそんな費用をかけることは左1=二

 の足脅踏む人もあるかしれま甘んが最初1二申し上げました様

 昌二年々沿岸一徹族は減少して行きつつあるのです。いつ一隼中
 魚のとれな伽目がやってこないとも限蜴ません。その時昌二な

 ってからでは遅すざます,我々は今加亀こ榊らの問題と真剣
 ○二と。くむべきでぽな一いでしょうか。・叉増収を如何畳二しては
 かるか考えて見るべきでしよう。現在では施肥のや田方で毎

 に2～3回倶獲出ぎるとの報告もあ躯ま青。.
 マクリノ'リの諸問題点

 最初島二もでま一したがただ高価であるこ.とのみ1二とらわれるべ
 きではないと思います。実際やって見なければ分らない裏で

 十が単位当。の収穫宇当靱の収獲をはつき蛎だしてみて初め
 てテングす5二まき.ると決めるべきであると思いま寺。叉適地

 特`::水深、水質ははっきりとした邑ωほ分っていない様ですd

 これ邑あわせて考えて肝くぺきで青。勿論これらの実施呂二つ

 ㍗ては相当の困難色伴うでしま5が、県や町当局漁苗等1二よ
 びかけτ、よ亭強力なき①島二寺㌧あて行こうそはありま甘肋㌔
 後記:こ犯は過日町内水虫二E.クラク研究発表会で発表した

 ものです。一7二



 49ポ4年を、顧みて

遠洋漁芦部長竹添武顕

 新くじで〃956年も過ぎてゆくo

 (かえりみるこの一帥舳かな〕と・・うもと女の句を思い!'
 浮べ嘉“

 機構改革1二よって遠洋漁業部が昨年42月発足し照市丸が配

 薦された。自分達はその船の介添役と云っだ裏が大声な務め
 左もなった、照市丸蛙昨偉新造.箒れ8月就航以来3!律3月
 末まで主としτ海洋観測1二2回航海しているが船としては言

 はソ競技前のト1/一二ソグ時代でサ:/ゴ礁の見える透き通っ

 'ず二あま美大島の沿海や,荒汐燭ぶる東支那海の荒波昌二もまれ

 一応船も人さ試運転の時期は過ぎた。

 今毎度は観測の外に南方まぐろ漁業調萱が大きく浮び上った

 ので舜縄・漁具の新調、燃油クソ〉の増設など〆00ト=!足ら
 沖σ)船で憾南るがせめて.赤道附近までは航海して調査の出来
 ろ様B二船と漁具の整備が急がれた,どうやら5月ク9.8第汐

 ・次の一漁業試験品二船を出甘る段取勇とな曽・第2次を9月々6
 舳二、。篤3次を4グ月20目品二出航して…。現在(1ア2

 月〃。)無一裏調費b終えて帰港ρ)逸9いている。

 牛帥こb、叩だけの漁業調査であ引:伽応予定された調
 百自的を果たし,'い芦㌧か胸をなで島ろし得たととも基二、此.
 、71ミ体検に基づいて来・るべき住へ似新らしい希望を邑きてるき

 ノ;'しが出来ず:こと1ま初、年度としては真品二幸な薫であった。そ

 揮,一二一、て邑思ひだきれることぎもは・∴。・.

 i1の日の幾日かをしめつぼい製造工場のコンクリートの上で

 ・l1一、'lllか州漁具作婁・タ・、一〃か洲を防ぐためセッコー細
 三1ヅ彦刻のハ1ニゴテゴ㍗.1厚化粧し舳員達の縄染作業
 心へvへ航¢・ど続けと島影一り見えぬやけつくよう'な青い青

 .・大1{1原町昼も夜色崩早では現わ脆現われては崩仰る入道雲
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 の萬物相}癌に仏と叩容さ拙いカ・師ま見琴うズレ〃
 の洗礼・流肌率の影高二慕い声る・熱牛乳ふ匁ぺ㈹灯1二1吋
 誉つドウ猛極支いない㌻.弟あ姿態。全連の船に寸分速ばず暮
 はかれτゆくなわい航作装、サイドロー一ダ・1こ水しぶき聖ム
 げて鮒ひあ.げ亀鮎なわ揚げ砕わくかと鼠わ腹一目ヵ一1ザ.・オ.
 鮮牙二襲いか㌧る怪しげな海。蔦、っ⑳針Iにか、て)たヵ'ジキが波二、
 高く棒立昌二位った瞬間、或は叉つられくるキハダが旨き一め.る

 よ.うな光⑳を浴びて水底から現わ肌てくる繁くしき.丈余も
 ある一大ザメの脳天岳二てっかい本沸李が幾度加飛び遂ほは腹を裂
 か肌て鮮血がデッキ品二流れる。

 こうし干惰影は遠洋漁業者達昼二は別段珍昌しい事象で邑なか
 ろうが}年宇ふ⑳返ったときそのとどもが今く流肌のごと
 く、パノ、ラ千・o)ごとく圭ぢまぢと浮んでくる,

 わ・けでも初漁?歓喜は去ろ呂とはしない。叉第3次善二おいて
 汐・4目操業予定を僅か6旦閻で満船し最終8300鉢なわい

 犯で土も㍗800貫・ちよう獲榊エ5%の櫛專密得たこ・
 とは本年一とう尾を飾る紫紅しい記録で舳鰍仙クさ肌
 る?大盛恵と1県わ脆る。

 そω外箆2次芦津観測においτ裏支那栴の観測最中グ2号令
 鮒会い幸し下沖縄の郡轟へ雫急避難したことや一懸案のサ
 パ放雌・㍗ダ0.2尾完一したこ午.ざ電岬開発基礎調脊のため
 本土から拝へ島即海摩調牢に乗叩したこと・先進地視察
 に一役買い、第5葉進丸の遭難救助1:出港した出来ごとな砦

 次々と苧,牟では流肌ゆI千.。.
 最后11率隼1叉船1人1いさゾ1ツ;舳1ことを念願し
 つ.・本集の懐古とします。
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 ∵...^一一・1缶≒し1三百李十五ギ!'.
二一沿岸汝業部長上一.野茂

 興.甲・・年を顧みて叩下改ま舳ると一寸具体酌目二浮かん
 で…舳・
 ギこト偉闘に一体榊やつ{だろ㌦自分達の動きが
 何等かの形綱叩漁講者の福利増進1二役ヰつ為めにこそ水
 産試験場が設立きパいる筈なんだ力;.その負粍に応え鮒
 だろうか。

 沿岸準舛の軍し1は一.色・の人・l1よって・そ肌ぞ舳衝.I度
 かち・批牡岨つ問題が投げ掛けら舳'千1出・.平々巡
 '翁の威がない.でポよい。一

 ナ匿適正雛坤岬・ぺ大多一敏の零細農の鮭営線管を如何
 5二す^、の問題と、軌義一1二去るようで、之といって公式的
 令き.め手はないよう続
 或る機余1二約1二夕菅印あしかけ・・年糀謝二なった一号予・
 熾帥道頓に撰ぷこ左が出来、移wく車窓の風馴二一入懐
 しさ去覚え1こ章と心る、・鉄路は寿松戸砂あ起伏する岸近に
 沿い静かな大平洋篶二ほ.白帆が2～3点在して,さなが島一一巾
 の絵で・・ある、。'

 カ、パ足榊み込肩、だ漁村部落に差し掛りた.当時よ⑫瓦暮
 の家一撮整ふ・～い舳でホッとした気郁二なって一いると一部
 落・はづれ帆マ,“ラな松林を回とした2～3軒の杉皮葺の小屋
 が目ξ二ついた。傍らω砂地にはつ、ましく葉圃が渚)る・

 μ0.年前の自分達の教科書には

 吾は綾の子白波の

 騒ぐ磯辺gl・…'
 と圭・雨こそ

 吾が倒しき住み家伏れ

 と云ラ歌があった。

 一～θ一



 当時は何の壊癌もなく口†さんでけであろうカ1一ど九た
 風の吹き叩か・何とは牛し岳二水師曲筆岳二足を踏み込み・
 ほんや境耕一の数を重ねた辛してい亭t1ちIに弊戦争迎えた?し
 てみると何と悲しい響をさ一.よお音ごとよ。

 但しHKの享つの歌では時たま楽しそうに舳あげ㍗'.る
 けれ・ど邑

 本年八月各地か昌集まったノ8名の方々と共1二一宮崎.大分,
 愛媛。一高知県の各地を先進地視察.と名打って巡船し矛二・.
 現実はとうか知らないが漁村振興は漁協が中心に立たき外で
 いろ格好岳二なっているので.一自ら漁協の運営昌二主畔を置くよ
 う.丘二状つたが,優れた漁協は.そ・の運営当事者が魯自のおか

 .1{・亭環境条件を検討し尽した上で立派な方針を確立し・
 そして勇敢に前進して`いることだっ㌍.

 そ肌如えも漁業者の収入1まド殻の消費率準とは大.きな開
 きカ三あ志ようだ一。・・モ

 ・ごめ機な実態改善あために自己の職域を回転させよ.うとリーキ

 イダつも⑫ではあるが、ハッ正したI自己満足,さ一え浮加んで来
 測とほ相済まぬ・次第。一頁1ニャー〃気1二拍庫一喰かけま。しよう。・.

擦熱擦

 硲宿の、、更く'れば.つのる夜来春

 火6島の映れる水1二ひソザ

 海苔粗だ品二汐ひたひたと養し来る

 船底を。焼ける師走あ草人一がな
竹添魚林

 1余※類

 '〃、γ一



 (この一年)
 ..、二夏瞳部長白石良嬢

 昨宇㍑肌昔なっ如しい水産試糠場に復舳マ:拡げ苧!
 ・く・年1二なるバのぜ・年間程一再起・月決紅喜びを抱い一だ二と!・
 は今まマな1戦一一、み
 思へ1ぱ幸加不幸か一戦災弗免パ1幾何加の鯛類(製蛾

 験.用のい1終戦直後11増産施設とし㈹み取扱は舳咋あ
 る.もっと沓この当時は食磁キキー:レと・いう非常時で。ひ{'香
 ら増産だけが、至上裏叢1二なっていた。∫

r

 県財政の貧困はこの焼け残㊧癌械を完全昌二するこ杢がでち
 ないまい二合く4グハ>な施設を後生大事昌二、たy争慶的事
 .業!三アクセクし叩鮎・・施設をつ'島二利用したと舳ても
 総昧的昌二は未調和な存在でマイナスが多く.〔武象の前法〕と
 同じく、経済的効果があがる筈ほない・それは如軌でなく蒸
 芋の進展1二審与青るどこ一紬、却つで妨.げと佐ると～〔四
 すそ歌〕の声は今も尚耳に新らしい'。
 それ以来、裏業計画は生産を伴うものでなけ机ば庄島一ない

 よ・な偏見で執行き肌き干い.る・早上1ま・時の幽11支配。
 5元でいる・'とい5見方もあるが、次から次へと続“た愚か実

 に岬納,坤舳思いが寺る・一
 本本使命と青る童糞の我軸方は、佳毎に進んで映っ㌧ある○.

 我々の油焼防車品二関十る試験は釆佳匿にも計1画している・こ
 舳対して県財政課は/油焼中止紬は肇縦を冒で毎㌣同
 じことを繰返寺ようなものであ亭。〕と拒んでいる。成る程
 三転継続だ知ら非難十る理由邑あろうが,'我一ま現在の催命

 は忠kならんがための主張であgて。・逼迫し牢県財政を無視
 した幸え方であろうか、阜.に縁の下の力持的存在として,我
 ・㍑かで鯛待§甘呂予糞的姑策を渇望す声こと切で舳.
 熱.摸※

 一“ユー



 この度・箏入日当山叩.ほ・づ〃ブ平・場.(亭年島市南港は邑計
 画がある)が設立さこれる篶裏・砂こ争・工1易琴・水裏漉児島湾
 11咋畔争で多少な1÷.1軸11影響㍗≒と.亭予想11団1
 州カ1・牛族号・及ぼ寺被苧臭体的品二調べ吋匁1苧Iな㈹責
 拙守産呼場を措一い†竿.品二位1:い㌔一期水産畔馳仕裏は
 地象.で率1る,.だがこあ仕事のだ・め品二は莫大な経費ξ不捷の努
 力・永婁ることを理解し得る者が幾人居るか、極めτ少バこと

 を敷く。

 二I誘致し戸.バ・フエ岬.叶げで県全般幽済が潤1こ主は
 是としよう。ζ帆・を送昌二着し.県が水産工業の.工場街誘致した

 らど一ちだ千11・戦ば畔し林産工業の土場は素晴らし1
 広大、珂ψ従業員菅琴し.・・水産資源苧戸即朴飢一1
 需要=叩.高1・1翠財大量争†けム業呼プ1・伽鈷
 も尚一呼し下いるVBニク2亨11苧堆その一自㍗・p飼料の率
 化岳二お一1:㍗季1書・我1、鵬果雫待剛でヅ.畢は・識
 ㍗㍗㍗㍗大㌃1業㍗㍗乍耐
 北海津.l1ラ・!㍗。油碑印ξ鞍ナ億・円独～ネ減デ
 利用㍗、叩秤工場㍗立レξ州プ子㍗争・ての㍉
 場が1岬麟抑論・一憂晶の箏雛1得セ華・い1宰綾率I辛一〆.
 ているご1坤多推人の三字と1な・州へ軍隊卵銚'
 幾㌻㌻桑∴ザ1∵1∵∴
 更品二附㍗1～・一合11中位の加工作舳砧∴
 肉は副碑的平安・岬～学一え・る㍗・.亨1いた.い緒
 とだけで片づ榊作鳥こ注だ一ろラ加.甘1
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 ・ξ年あ足跡㍗みて
 ̂養殖部長北山易。実

 56崔1水産試隙場機構改革の初値度であ⑳従来の指導所か
 ら.衣替した'新しい気がまえで禁足の生であった。

 ■咋色美国、県の・施策呂二浅海蟷殖が大きく取上げられ経済自立
 化運動戎は新農山漁村建設の一遇として魚礁、ツキイッ、岩
 面騒破審、ヒ嫡植嘉叢が大山ヨニ展開蔓れて暮た。

 予算上で準必中しも滴定とは元へないが永年牟つ右・まぐろ
 の浄会遠洋室主体としてい江本県水産の一隅1二.ち∫こまって

 いた糟牽園係者岳二とっτは砿んとなく光が見えて来たようで

 手111四担当者g一員として誠吊二帯喜品二たへない・
 r度石灰藻類に覆わ帆たてん.ぐさが岩面艦破機で被覆物を取

 除か犯新芽鋤いきぷき一夢見ねのと同じではめるまいか、戒は

 脱皮直後のいせえびといつず二方か至当Iか茎痴れない。

 それ箆職責の重大さが痛威奏甘られる.、各単協1二おいて書,増

 痢の必要を認識しいわゆる浅海依存度がたかま易増殖事業が

 患品二蟷え,又市町村品二於いて邑之吊二呼応して助成或は責任職

 員の・設置筆が見らIれその熱意1二1弐心強いものが伺蚊れ昌。

 Lかしこのよ.5な熱意、意慾の反面。事業内容。手段方法等
 {だ美だ幼稚であ窃・又不充分不改善甘ねば増殖効果面に大き

 な影製を及ぼ音と思われる点が孝い。

 濁海増殖は畑地栽培と同検で適地適期亭壌ぴ殊に組合共有の

 籔場信二目々変化の多い瀧を相手としての由業であ.昌ので集団
 禽は組合員の共同で作業し残げれば完全遂行1ま不可能と思う
 き6年をぶ蛎返え⑳気付いた点を述べてみたい。

 姶面騒破について

 音面騒裁機は昭和.〃6隼盤林省.で考案さ胤本県でも直ちに8
 自賠人して普及指導1二か㌧つたが途中戦災品二通い中絶し約〃

 夕俸ぶ頃書二復活しず二が既に各漁隣乏も当時⑪役職員は殆んぎ
 一〃4一一



 交代してい'邑ので新らしい事業といった考古で機械の蚊扱い、

 胞子ま1付方帥指雫し・乍竿期間中破鮒を無償貸与←
 て進行し㍍1㌻一
 実施倣協は何κ瓦も役職員、組合員が毎日出動し炎天下の岩礁

 上で汗だくの熱心な作業ぶいこは全く頭が下が壕如何品二浅海

 増殖活用に依存しているかが充分1二個わ胴.ず二.、

 しかし中岳二ほふの覇胞子放出後の全く時期は寺肌に騒破する

 組合や。騒破のみで胞子まき付をし次い組合或は騒破機を無

 茶。二取扱って.使用不能の状態まで破損して逐一納し次番の組合

 に多大の迷惑をかけたところも.あつ汽。県の機械だが島とう

 でもよいといった誤った考.はなくして責任あ.弓取扱をき帆る
 よう強調したい。

 佐右実施組合は知覧、えい、佐多。里、中種・手、壇之表は轟

 業で手打、青瀬、長浜・・漁協は講習的指導であつt日

ツキイツについて・

 ツキィソは補助婁業として行わ胴.試1睡場はこれが指導を担当

 した。本毎度の裏叢実施にあた埼里.垂水の30毎度車業の

 効果を調査したが爾地区とき石〃個に長き〃脇～ノ。肋.の海
 人道'が40徹本～90数したので地元1烹勿論指導の者も大い

 月二張切った。

 走毎度も前年唐茱二引続いて海人草、てんぐさの増殖が重点{二
 えい町、重水。1往事旦申種手等の漁協で行はれ。崔々個所は

 神え規模が大きくなって行く室は喜ばしいが一方実施体の摘
 協肘補助金の交付が佳度末となる打冷、そ飢圭での資金繰{二

 相当なや肩、で1、・るようであ忌。

 亭叢の実施内容牽見るとこのような誓金操作、組合の機構一
 恵海依存度等似涼因で種々な型があ物大休三つのケ_タが麻
 一る。

 久全組合員が各自の漁壌崇造成育るという気持で各自一
 個づ、の石'を詩嵜案組全・の計画昂二基づいて投石青る.,

 一〆5一



 ユ組合が実施は寸ら1三五蜘牟村青年団・消印団・小組
 合等1二†話させる・{こ岬のt団体はそ雫グ"・・プの基
 本金造成のため総動墳で椎業が行はれる自)
 ユ役員も組合員一もタッチ甘す組合室務局が人夫、船を傭

 岬石材を購入して雫施すぺ
 紬;1して1最終叩に宇予一業許画書判千遂.されているが協
 紬合の事業として紬行手段1二r者を要オる事だと思㌧
 …長1ふ本予舛奇組合あ師を得て1憲人釦砲手出現期を調査し
 ・た'カξこの結異について砿次号品二発表の予定であるの.で次毎度

 、練予施卵診㍗岬㍗㍉'.
 1'従妙、坤.堆の鮎を、昨←.㍗イガタ咋奉験.†・ること11一
 ・・'1≒.当.雌易11.考え.下わ岬.介購入が'』シギ島岬か見込
 一神'幸な.9・衝手作歩点一を絞㍗が一般業即・現金買一一値段の
 らΨ苧雌1^嫡細購入あ当場峠岬去漸
 1中1入・育用師.苧伸終叱㍗の簿核'入は大
 々 ㍗g・・岬朴㍗が呼牽母貝の仙干I克手㈹和腐源

 一遼簑二㍗㍗㍗∵よ1㌻
 咋庁.び岬ゆ咋亨11牡レ1述ペルい舳省
 ㌻?∴・'・い一、.ユ、

 タ、入知わ必・
 電請の喋・謹に、つ'し、そ.

 純享11誇妾1紬1・/れ設二・を;紬1 一昨伽碓をれそ々1鮒ヅ1刃吋争仰,部から

 .・紅鴇苧携二冷レ海箏糸∴享ノ
 φ.㌧μ一



 〔早一.椀魚〕・.棄.・人.綴威
潟'山千城

 水産技術屋でない小生にどうした事か編集局(?)から、〃県
 流魚.〃の原稿を書けとの車であったが、どんな裏和書ばば事

 が足堕るσ)か全然見当がつかぬま＼、書けと云うのが無理だ一

 と,断わったもの㌧、2国義3固呂頼∫{、だぞ、.と云わ肌τは。

 そ凧以上断牟る訳置二邑いか寺暗黙の5ち吊二承諾したような、

 き甘ちれたような事に相成?年次第。

 と云1の邑創刊以来今月で「印ケ・隼筥そ?臥甲を重ね戸
 馴斗日…、帥欠かすことなく・・帥い昌二き何とかい
 まで成長したハしお"を思へ叉率崔度ヤら鵬ξしい企
 画芦坂Φ入れ・'よ雪良く育玄、行きたいと願い.そして努力
 しておら触る編集局(?)及び技術屋諸見の御苦労を思ったれば

 こ二そ。

 きて以上の。ような.訳で次かして畔亨らないと・書くこと昌二した
 のであるが。.〃うしお〃1二水藍に全然関係のな乏・裏を書いて

 もおかい・れ叉素人が水産の事雫書いた処で始まらない?
 といデ気持があったので迷う裏しばし。

 かつて蚊卵設備けい(ラ.デォれつれいない)帆と
 風ま加甘のやρと舟と云われそう抗小さ狂さので。沿岸漁業

 (汐昌操業)に従富青るの幸え危険が伴い.冒険とされてい

 亡漁業畠現代で状科学伽進歩1二よって、.漁.船の構造、性能,
 設備も合理的1二改良され、沿崔か亀近海し近率111}遠津へと
 漁業者の活動範囲1まいち∫るしくなって来・1こい島日遠洋漁業

 へ従裏寺る大型穐船の魚探.無線、方探ほさておき、冷凍機

 械、レーダー迄装備して〃～2ヶ月あ航海は普一通と薫れ叉萬
 一の場合為附近漁船との無電連絡が出来る事などから一方近

 海古沿岸の底曳漁船も近代化き軌、大いに活慶.している。
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 舳は叉ひ{漁舳^まらず、岬具や紬11づいて色目
 進月歩、研究改良が重ぬら触・て・その{結果は良好であザこ
 肌らを総合しての近代漁奏紐比較的好漁を挙げている。この
 様に科挙の導入によって好漁を青るのは結構であザ11I;ぺ・
 奥ηハニめ奨励寺ぺきだろうが、その結果が大資本家や・コ比較
 .崎努圭1二恵まれている漁業者員二は良いとしても。小資本の沿
 デ上_六つり及び小規模な網で操業青る沿岸漁業亘二とつでは科
 生・三ぐ〃。入れるテ.二けの余力冬なく不振の一途をだ・どるのみナご

 呪う。このような沿岸1漁紫の不振を打開する方法があIるの加・

 ?全く科学とは似ないさの1二と㍗は・ブッシゥ"“の
 で差。、大監本家にとっては〃アリガタイ〃ものである・
 r地汚。)沙汰も娩次箆〕とかジ..ゴクならぬ近代漁業も・金援董
 肩れ.ると1ま養うへ婁二ど。科学の発達カ」方.では滋養を発
 達筆せ、又その反面漁業経営を困難長二する一とは全く～ソなこ
 とだがと長二かく沿岸1漁業が〔科学〕のト・“ツチリを喰うこと
 一㍑1,かなご、とである。国都道府県。一市町村は一丸・とテ主って
 漁堆σ。科学他、企業化を補助、奨励しながら}方昌二船いては
 止㍉ポ≠・か禁止.魚区を設け、取締らねば決らない(この定め
 11;ボ州と云って禁止漁区の操業が全然ないとは云…㍉往い
 削、け.州ダ青れげ、沿岸漁剤こん肌までは木振て
 はい,、で～ろ・・う?)本晴行政は.枕の捷、蓄、林溝と比べ矛

 盾し亨二処がある=丈に軽金・しいもの.であろう。
 侭は.と氏あれ曹と牛ξ亭比較寺れば比較出来ない位漁爽邑
 進歩1,舳ので舳一う{願わくは命後も科学の進歩と相{1…つ

 女1側1騨係が章るすべてが進歩し・水産業か島矛盾が㌣
 消甘は有難いも、の下ある。

 一・夕8一



米之津海苔場概揮,(第三軸).

 二一I一、一小松光男

 前号では建込み、移殖について大体次のような裏が述べら・

 帆た。即ち、米之津種子場では水温が約22度になっ

 た汐0I月46目から建込み彩始め約8割を25日まで残頓2

 割をタ4月5国一頃で終9,移殖は〃夕月汐目よ㊧毎自行い〃

 ノ賃まで約9割を完了した.今年の極子付は大部分が適期1二

 行わ肌た㌧め害敵生物の着生色少なく非鴬昌二良好であった。

 建込みの遅肌たものは芽付きが薄く叉種々の点で問題が起場

 がちであるので適期置二一斉建込みを行う事が要望さ触る。一一

 という事であった。次に〃4月〃目以降の海況および生育状

 況について述べる。。

海況

 水温は〃圓よ㊥〃09抱は490～2え∂の小康状態が続

 き〃2日約2度下ったもの㌧22目迄は依然として順調な降

 下がなく汐40～〃80を上下変化した。こ⑦〃0目聞は前

 半昨年よΦ8.2度高'めから後半同温とな甥以後急に2,3

 度低く依って月末までこの状態が続いた。しかし〃4月去⑦

 降雨は3目ノク目にあったのみで晴天が多1比重1榊二・
 50θ～召6一θ0で昨生よ師ユ00高めわ続げでいる日

生育状況'1

 福ノ江地先での移殖は4汐月6目～〃0目呂二約9割紅終っ

 た。数量舛推定で縄ひ、?530枚、大ダ!70枚。女竹串除

 き〃0日頃旺二収犬部分の邑のが肉眼で見えるようにな。早い

 もの…キ"5冒には3物品二伸長1した。水温脈前述のよう品二甘い

 高く叉栄箒分も少ないと思考されるのであるが生育は順調に
 寺、み昨佳よ。}週間界く29'目に絹約7枚で初手人が行わ

 犯た。そし㌘〆2月・〃0ヨまでに縄で6～7割..ヌダレ4一割
 女竹9割(地建壱絵く)が第一日0)揃1尖を行うきのとみ島凧

 一〃ラー



 る。Iしかし芽敬が多い上品二栄養分目;乏しいため牟色調は余易

 良くない。

 この間の病害としては尭雀昨年女竹で大打撃を受けた幼芽

 ω傷みであるが今年の発芽の遅れたものに若干みられたが大勢

 に影響はなかった。叉赤くさ純は49冒発生し証邑。)㌧これ

 腕顕鐵婁で艦か日二認めち触ざ:yはで取頃上げる一程の裏目なかI

 つセ.しかし月末置はノリ高可成尋伸長して!;・た喜、もとも

 と当地先は密穂であるため1二潮の疎通知悪くしテニ上品二温暖な

 天気がつ㌻くという悪条件が重なった㌧め3～坐割にドタク

 サツ才生じセ。

 当上艶。先盈毎年。)重1で益るが香珪島昌二神はオ;…王のみ品二とらわ帆

 条粋④良いところ百二密檀し偉水位1二張出込みがもであるが病

 讐の予防と鐘全な発育を1ま・かるマニめ1二密樋を避け適度の千田

 を与え一る蓼を各自邑つと認識自覚して欲しい高のである。

 男3戻一候一重婆.し較ユ氷璽、些二重」_饗盟L壁一_.
 了∠ア河詞亙掌載」亜一連6・1…

 20〃・3・!↑口パ81軸Z…工二二二亟三1
 ム江_一..二曲坦_
 迎i万Z30
 一・トー一

 0Lガ2、・ク5

 菱慕幾善、
 .∠独」."0典__Z05
 」4王.五L岨む・57主.」雌..、
 タ00山4.825978;皇.5.

 クタ月中の水温
本海

眸毎



 東支那海まぐろ。かじき延縄漁況(第三報)

 1一段損潤一。.∵・

 前・月来談方面の漁苧1モN・咋ト・9度川2・・匿～4
 2ク度の海域1二集中操業.㎏施獲率2跣を上まわ一る漁獲をなし
 ていたが今月1二人州場ぽ広範÷舳漁鍵率さ編1氏下してい
 る海域もある.然しN28度～2-9度E82る度～427度あ・

 海域では操業因数4回ではあるがシロカジキの好漁があ暢漁

 獲率ユ05%の高率を示している。.各般5二漁場年南下してい
 る。こ舵はニラ`パの漁場が稿南下してきた。)でそれ昌二杢るもの

 では'ないかと思われる』一方サメ類の漁獲は以然高調で各海

 難一川台内外の・漁獲靴示川'る魚種組成ξ㌣.∵キ
 が生でマカジキかご二胞品二づいている。

 焦砕の体重体長組成も前月と変ら青シロカジキで4ク0㌧4
 8o蹄息壱貫内外の嵩のが主位を占めτ`・る。一
 よ裳支那海延縄漁混図一自明細38年8θ月プラき

 至昭和きタ隼タ々月権ぷ自

 邸搬=山1・1舳1・判醐鰯禰

幅

萎

鰯萎
丁馨

 遂吏盛二二二乏∴_扇
凡例

 上段使用っ聾数

 記入数字は中段マグロ、カジキ、漁獲尾数
 下段マグロ、カジキ,ちよう獲率

 ()サメちよう獲率

 もよう獲畢・'・・体数汐00本1二対青る漁獲尾数

 r2'一



,調査期間

 I漁曳.調I蕾集中一表・.

 .自明和3・1匁μ'月''戸ヅ“一、.・1†.
 至昭和3ク毒1ガ月2多目.一調奪莚'如。〆紅一

ム

 ～一
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 ～.・月・之日11初人港船外二あってから一度鵬市舳1よい
 よ甲発・な動きを芋い・=㍗.に㍗最高鮒な皆ドー蔓坤、.
 ∠μ・一σ〆の水揚高を示ゼいるが・全般帥二みると下琴.
 に宗寺如く・呼此ぺ不港琴㍉然数㈱1数1一㍗≡.'“
 ㍗る・腹場も.諭㌣11舳北上・し㍗る現状である・昨那.一
 ノ月初旬1ニト邸・千～千㍗叶④っ1上戦雛李咋∴
 が.今年7i月5日大黒丸狼5～6蒔聞で5θoo〆つ。上.1.・

 げ今度①曇高の記簿を示しξ・

 甫舳用で主㍗岬弧川{舳蝸搬二11、.一
 八肌入って亭g“即後と依繍況を呈一している・一幣.
 年72則ま琢一509円で抗あつたが、まだまだ好調を宗一手

 と恩も犯る{

 鋤頭達⑳話し仁よると、今年の遣震識前馴二比しホき.く、一・

 酪紡ぎも脅しくない模様ではあるが、今後県外よφ続々車支.
 部藩方一面1二葉預しているようである.

 ㌻衰.(旗獲変動〕、。隼
 .._.jL_五.璋琴壁一.」...本埼箪。更..五星肇単..、.j.水量貫室一
 〃月野灘三線・糊絡駿鋲テ妻琴1鍛彫
 〃月1鯛鯖・雌1、榊。。。驚鮎。三二』。乏蝪ζ一
 岬蝸1・・〃1〃・・….癒織…i・舳・・
 現住1≡

 鱈二表、プ〔漁・1場〕ノ4

 ㌻威ζ〆鳥咳タホ㍍
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 場内メモ(12月)

操業図

漁場変動図

 30。年

37隼

 敬竿r甚'林梅区

 ～2月,享.躰覇一室丸、.菊方v.参㍗.漉載して.静岡県樟・水港1二入港。

 ㍊葛細蜘,薫一属圭ぷ芽仏を戻省業務構1尉1二つ1“て一話=・し合5報
 ダニ媚〃lllちぎ毛丸、瀬壌、…・.本つ萄漁業試確'報・へ入港

蟹遺部

 タ鯛孝I望支,凡.望当・山沖の水.留分析闘軌

 42月8塊蒙崎4卓菖うし鮒ソー・セー一ジ現地一指導(於出。永市)劣I大
 ・の成果を収'む

菱.殖部

 〃2月〃目・あさくさの⑳勧摘採、色調、伸展共畳二期待通垣良好。

 "月〃目黒螺貝真珠核抜開始。



編集後記

 ○つい一週間程由〔桜島〕や〔霧島連峰〕に初雪が舞い
 御㊧、温帯性の薩摩ツ娼をふるえ上らせました。例隼

 ξ二ない寒さです.

 0今月号は試験場再発足一隼目であ⑳、〃うし如〃の一

 週隼でもありましたので、場長初め,各部長連の〔一
 4総まく勇?〕を掲載しました。
 ○紅にジング〃ぺ〃が、かな切たて、気の早い門松が立
 ち、そして歳末犬売出しに庶民のウスッベラなナイフ

 のヒモが思牟・すゆるんで・ア1/ヨというま目ニナイフの
 クラォモテ・.がくつ㌧く時,今往亀慌だしく暮れようと

 してい圭寺.一
 〇今度おめにか、る時は来年で寸.

 でほ皆さん,良い年をお迎え下さい。

31.12.20

編集部


